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教員養成におけるボランティア活動の有用性
� 福祉学習サポーターの実践から �

保 　住 　芳 　美��

は じ め に

���
年の中央教育審議会，����年の教育課程審議
会の答申では，新しい教育のあり方として，「生きる

力」を育成するためにボランティア活動，自然体験，
職場体験などの体験活動の充実をあげている．また，
����年の教育職員養成審議会第一次答申では，教員
を志願する者の豊かな人間性を培うという教員の資
質向上の観点から，「思いやりの心やボランティア
精神を適切に身に付けさせることが極めて大切であ
る．（中略）教員を志願する者が課外も含め広く各種
のふれあい体験を得ることが可能となるよう大学は
配慮する必要がある」としている．さらに，���年

の中央教育審議会の中間報告では，「学校教員は学
校の中だけの教育活動にとどまらず，地域社会の一
員として地域の活動にボランティアとして参加する
等，地域社会の子どもたちとの触れ合いを深めるこ
とも期待されている」としている．このことは，教
員養成課程においてボランティア活動や自然体験活
動を積極的に取り入れ，子どもたちと関わっていく
姿勢や態度を育てる必要があるとの課題を示したも
のである．

しかし，ただ体験をすればよいのではなく，この
ボランティア活動そのものの内容，つまり経験の質
を問う必要があるのではないか．
現在の社会は，いじめ，自殺，不登校，非行など

子どもの発達に歪みが生じている．これらについて
は多くの要因が考えられるが，なかでも成長過程に
おいて子どもたちが学ぶべき人と人との関係性につ
いて学習してこなかったことも一因と考えられる．
また，近年，教員の指導力不足の問題が取り上げら

れているが，これも各教科に関する知識が不足して
いることが大きな問題ではなく，指導するためのコ
ミュニケーション能力が不足しているために生じて
いる問題であるといわれている．この点に着目し，

教員養成段階におけるボランティア活動においては
多くの人たちと出会い，対人関係能力を身に付ける

ためによりよい経験をする機会を得ることが重要で
ある．
本稿では，教員養成の観点から大学生が福祉学習

サポーターとして，子どもたちに福祉を伝え，子ど
もたちの福祉意識の向上を図る活動を取り上げた．
この活動を通して大学生は，教員を志す者に必要な
思いやりの心や対人関係能力を身に付けることがで
きた．こうしたボランティア活動は，教員を養成す
る上で有用であると考えるので，これまでの実践を

報告していきたい．

�．ボランティア活動の概要

この活動は，平成��年度に全国社会福祉協議会が
実施した「福祉施設における児童・生徒の福祉学習
プログラムの開発と大学生の福祉学習サポーター・
モデル事業」��（以後モデル事業と略す）から始まっ
たものである．このモデル事業に参加する大学生
は，子どもたちに福祉を伝えるという観点から教職

課程履修者で「社会福祉援助技術現場実習」が終了
した �年次生が望ましいとされていた．モデル事業
の概要は以下の通りである．実施者は川崎医療福祉
大学学生，�小学校 �・ 
年生児童，�特別養護老
人ホーム，�地域高齢者，岡山県および担当地区の
社会福祉協議会である．小学生は学校外活動のため
参加は子どもたちの自由意志とし，小学校教員から
の希望で，総合的な学習の時間で福祉についての学
習が終了している �・ 
年生の児童を対象とした．

このモデル事業が終了した後も教員を志す者に
とって必要な資質を身に付けることが可能であると
の思いから，モデル事業を引き継ぐ形で学生のボラ
ンティア活動として現在まで継続実施しているもの
である（表 �）．
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表 � 　活動経過

年 　度 　　　　　活 　動 　内 　容

平成��年度 モデル事業の実施：サポーターの事前学習実施
　��モデル事業のねらい
　��アクシデント・トラブルを起こさないために
　��コミュニケーションのとり方～関係づくりの手法を学ぶ～
　��学校・子どもを理解する，地域の社会福祉施設を理解する
　��地域の社会資源を理解する
　
�高齢者の身体について理解する
活動内容：子どもたちの募集，学校や社会福祉施設の見学，交流会

留意点：サポーター主導ではなく，子どもたちとともに考え子ども
　たちと高齢者を繋ぐ役割をする

平成�
年度 前年度の事前学習項目を組み合わせて継続実施
活動内容：特別養護老人ホームを基盤としながら，地域の介護予防
　施設も訪問し交流した
留意点：各施設への訪問では，子どもたちはお客様として訪問する
　のではなく，一緒に活動するなど，交流可能な内容を子どもたち

　が主体的に考え，実施することを支援する

平成��年度 事前学習については前年度を踏襲
活動内容：「ふるさとカルタ」を作成．子どもたちも自分たちの住ん
　でいる地域に興味・関心をもつことができた
留意点：高齢者から可能な限り多くの昔の話や，生活の様子を聞き
　出すように努力する．カルタの大きさ，字や絵も高齢者に見やす

　い大きさを考え，子どもたちが高齢者とともに作業しやすいよう
　に支援をする

平成�年度 事前学習は前年度を踏襲
活動内容：地域安全マップを作成．登下校の安心・安全を図るため，
　子どもたちと地域の高齢者とともに通学路を歩き検証した
留意点：子どもたちの安全は地域住民全ての人が関心をもつ必要が

　あり，双方が共に日頃から知り合いになっておくことが子どもた
　ちの安全に繋がると考え，地域住民全体に依頼する．ただ危険な
　箇所や安全な箇所を共に検証するだけではなく，この機会に子ど
　もたちと高齢者と交流を図ることを大切にする．また子どもたち
　に，自分たちの成果を他者の前で発表する力を身に付けさせる

このボランティア活動のポイントは，小学校の先
生ではなく，子どもたちと年齢も考え方も感性もよ
り近い存在である大学生が子どもたちに福祉を伝え
ることにある．この活動により，学生たちが子ども

たちの主体性を引き出す力を身に付けることができ
ると考えたからである．
活動の目的として， ��大学生が福祉学習サポー

ターとなり，子どもたちの主体形成を図る， ��地域
を基盤とした福祉学習の展開を図る，��福祉学習サ
ポーターとして必要な基礎的な学習内容の検討をあ
げた．活動は毎月第 �，第 �土曜日の午前中 �回，�
市福祉センターや特別養護老人ホーム，地域の介護

予防施設等で実施している．

�．ボランティア活動の実践

本節では，教員養成の視点からみたボランティア

活動について言及する．教員養成課程の学生にこの
ボランティア活動を取り入れたねらいは，学生たち
が子どもたちの心を思いやり，理解すること，コミュ
ニケーション能力を高めること，教職に対する強い
情熱をもち意欲的に活動ができるようになること，
その結果として子どもたちの主体形成を図ることが
できるようになることである．そのために，以下の
�点を中心にこの活動を展開した．
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��観察能力とコミュニケーション能力を身に付ける
こと
教員を志す者にとって，子どもたちの意欲を引き

出し，子どもたちが主体的に活動をするようになる

ための意識付けを行う力を身に付けるには，子ども
たち一人一人の違いを認め，良いところを認めて誉
めることが必要である．そのためには何よりも子ど
もたちを好きになり，この活動に熱意をもって参加
することが必要である．本活動では，子どもたちの
良いところを認めて誉めることにより子どもたちは
自分たちの行動に自信をもち，もっといきいきと活
動に参加できるようになるということを学生たちに
体験させることが重要であると考えた．

この活動により，学生たちは子どもたちと会話を
楽しみながら一人一人の存在を認め，丁寧に観察し，
良いところを認めて誉めるという観察能力とコミュ
ニケーション能力を身に付けることができた．
��子どもたちが興味をもつ話し方の技術を身に付け
ること
学生の指示を伝えるためには，子どもたちを学生

の方に注目させることが必要であり，遊ぶときと他
者の話を聞くときの態度にメリハリを付けさせ，静

かに聞かせることを重点に活動を行った．そのため
には，学生は子どもたちが興味をもつ話し方，理解
しやすい内容，話すときの態度を工夫する必要があ
る．また，子どもたちが遊んでいる手を休め，何を
話すのかと注目させるような話し方の技術を身に付
けることが必要である．
この活動により，学生たちは将来教員になってか

らまずどのような方法で子どもたちを注目させるか，
次にどのように授業を展開したら集中して話を聞か

せることができるのか，効果的な授業を展開するた
めの教授法の一端を身に付けることができた．
��日常生活での課題発見・解決能力を身に付ける
こと
子どもたちに福祉を伝えるためには，専門的な内

容を専門用語で話すのではなく，日常生活の中での
気付きを大切にし，課題解決に向けて子どもたちが
実際に行動を起こすことが可能な取り組みを中心に
活動を行った．日常生活の中での福祉的課題につい

ては，可能な限り子どもたちが見聞きしたり，興味
をもつなど子どもたちの身近な事例を取り上げ，理
解しやすい言葉を使用して説明をしたり，体験的学
習などを多く取り入れた．
この活動により，学生たちは子どもたちが自分た
ちで課題発見・解決に向けて主体的に活動している
という自覚をもたせることができた．また，子ども
たちに理解しやすく興味をもたせるためには，学生

たちも日頃から身近な事例に関心をもち，日常生活
の中で主体的に課題発見，解決能力を身に付けてお
く必要があることに気付いた．

�．ボランティア活動の振り返りと評価

観察能力とコミュニケーション能力については，
この活動により学生は毎回子どもたち一人一人に声
を掛け，誉めることの重要性を学んだ．最初は，学
生にとってその日の活動を実施することだけで精一
杯であり，子どもたち一人一人を個別に見て声を掛
け，誉める余裕はなかった．しかし，次第に子ども
たちの反応を読み取る余裕もでき，個別に観察する
力を付けていくことが可能になった．時には，子ど

もたちの間のトラブルを学生では解決できず，小学
校教員に相談し，指導を受けたこともあった．
また，保護者への連絡帳を作成し，学生はその日

の活動内容，その日に子どもたちを誉めた内容，こ
んな気付きがあった，あるいはこんな成長が見られ
たということを保護者に報告している．この連絡帳
の活用により，学生は保護者とコミュニケーション
を取ることもできるようになり，保護者からの励ま
しの言葉で元気付けられ，社会的有用感を得るこ

ともできた．教員を志す者にとって，保護者とのコ
ミュニケーションの取り方を学ぶためのよい機会で
あり，保護者により自分たちも支えられていること
を実感する機会となった．この活動により学生は教
員への意識を一層強くしたように受けとめられた．
話し方の技術については，子どもたちは自分たち

が評価される小学校教員の前では静かに話を聞いて
いても，評価される心配のない学生の話では自分た
ちの遊びを優先してしまい，遊びながら話を聞いた

り，全く聞こうとしないこともあった．学生も子ど
もたちに指示をしても聞いてくれないから，あるい
は子どもたちに遠慮してしまい，自分たちの方に注
目させて指示を徹底させることができないことが多
かった．子どもたちは，一度手を休めて学生の方を
注目しても，おもしろくない話，興味のない話では
すぐに他の遊びを始めたり，他の場所に走って行っ
てしまう．このような子どもたちに注目させ，集中
して話しを聞かせるための技法を身に付けるため，

全ての学生が子どもたちの前で話をする機会を設定
した．学生たちは，人の前で話をすることの難しさ
を経験したが，その分子どもたちが注目して話を聞
いてくれたときの成就感や達成感を得ることもで
きた．
また，学生たちは日常生活の中での課題発見・解

決能力を身に付けるためには，可能な限り日常生活
に関連づけて子どもたちに福祉を伝えることの重要
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性を学んだ．子どもたちはすでに小学校で福祉につ
いて学んでいる．しかし，実際の日常生活の中で，
施設を利用している人や障害のある人は特別な存在
として受け取めていた．学生たちは，子どもたちが

地域にはいろいろな状態の人が共に生活しているの
が当然という考え方を理解していないことや，高齢
者や障害のある人を特別な存在と認識していること
に注目した．福祉は従来の貧困からの救済という一
方的な考え方ではないことや，在宅の高齢者が気軽
に集まって交流するふれあいサロン，あるいはデイ
サービス，入浴サービス，配食サービスなど誰もが
必要なときに必要なサービスを利用することが可能
であるという考え方などを理解させるため，可能な

限り数種の施設を訪問し，子どもたちと利用者とが
交流する機会を設定した．その結果，子どもたちに
施設利用者は特別な人ではないこと，自分たちが知
らない昔の話や遊び，生活などを教えてくれる人，
素晴らしい技術を持っている人もいること，身近な
ところでいろいろなサービスを利用することができ
ることなどを認識させることができた．このことか
ら学生たちは日常生活の中での課題発見・解決能力
を身に付けるためには可能な限り体験学習を取り入

れることが重要であることを理解することができた．
以上のことから，このボランティア活動は，教員

を志す者にとってはもちろん，他の学生全てにとっ
ても観察力，コミュニケーション能力，課題発見・
解決能力等を身に付け，自分自身の成長と将来の進
路選択に大いに有用であったと実感した．

�．教員養成におけるボランティア活動の有用性

　�．�．教員養成課程に位置付ける

大橋は ��，学生たちは，ボランティア活動を通し
て多くの子どもたちやさまざまな人生経験をもった
人たちと出会い，現代の若者に不足しているといわ
れる対人関係を円滑に進める能力や生活技術能力を
身に付け，成就感や達成感，社会的有用感を体験す
ることが重要であると指摘している．現在の学校現
場では，子どもたちのボランティア活動や自然体験
活動を指導する教員自身に体験活動の経験がない，
あるいは研修の機会が少ないことが多い．教員の資

質向上が叫ばれている現在，教員養成の段階から積
極的にボランティア活動を取り入れる必要がある．
また，平成�	年に施行された「小学校及び中学校

の教諭の普通免許状授与に係る教育職員免許法の特
例等に関する法律」（通称・介護等体験特例法）��で
は，教員を志す者に対し，人の心の痛みのわかる人
づくり，各人の価値観の相違を認められる心を持っ
た人づくりの実現に資することを目的に，高齢者や

障害者に対する介護等の体験を義務付けている．し
かし，従来の介護等体験特例法での高齢者や障害の
ある人に対する介護等の体験だけでは，子どもたち
のボランティア活動への意識付け，展開過程までは

身に付けることが不可能である．これからは教員養
成課程に子どもと関わるボランティア活動を位置付
け，子どもたちに効果的なボランティア活動の指導
が可能となる力を身に付けることが必要である．木
谷は ��，在学青少年のボランティア体験学習を充実
したものにするためには，��多様な人たちとの出会
いが工夫されていること，��出会いの媒体となるプ
ログラムに魅力があること，��出会いと媒体をつな
ぐよきアドバイザーがいることであると提言してい

る．ここでいう多様な人たちとの出会いとは，本活
動では共に活動をしている地域住民である．地域に
は施設利用者も在宅の高齢者も障害のある人も子ど
もも，みんなが生活している．可能な限りこれら多
様な人たちと出会い，交流することが重要である．
また，魅力的なプログラムの企画・立案のためには
学生主導ではなく，子どもたちや高齢者等参加者全
員が主体となって企画・立案できるように配慮して
いる．次に，出会いと媒体をつなぐアドバイザーは

福祉学習サポーターである学生たちであり，学生は
あくまでも陰で支える役に徹し，子どもたちと地域
の人たちを繋ぐ役目をしている．この経験は教員に
なってからも子どもたちが主体的に活動をするため
の意識付けをする基礎的な力になると確信する．
　�．�．経験の質の検討

教員養成の課程においては可能な限り学生自身が
まずボランティア活動を行い，その経験をもとに子
どもたちが一つ一つの体験を積み重ねて成長するな

ど，より効果的なボランティア活動を体験させるこ
とができるような力量を身に付けさせることが重要
である．
子どもたちの成長にとっては，学校という限られ

た空間で限られた人たちとの交流体験だけでなく，
多くの人たちとの出会いや，子どもたちを育てる地
域社会の力を活用するなど，経験の質を検討する必
要がある．現在，総合的な学習の時間等でよく行わ
れている施設訪問について，原田は ��，「施設を利用

している人は『かわいそうな人たち』であり，訪問
して慰めてあげようという姿勢がみられる．慰問と
いう言葉こそ使わないまでも，結果的に子どもたち
が出し物を披露し，プレゼントを届けるといった一
方的なプログラムに陥っている．そこには利用者か
ら学ぶという視点が欠落している．また，利用者が
子どもたちとの交流にどんな期待をしているか，何
を楽しみにしているのか，そんな配慮がないままに，
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子どもたちにとってよかれという視点だけからプロ
グラムが企画されていることが多い」と指摘してい
る．例年同じ内容で，単に子どもたちに体験をさせ
ることのみを目的とした体験活動が多く行われてお

り，形骸化の傾向も見られる．このことから，教員
養成の段階におけるボランティア活動は，ただその
時々の単発的なボランティア活動を行っていたので
は子どもたちの成長に対応した有用な体験活動を企
画する能力は身に付かない．つまり，教員養成にお
けるボランティア活動のプログラムの企画段階から
見直すときが来ているのではないか．今回の活動に
ついてもその時々の単発的な計画ではなく，“この
子どもたちに将来他の人を思いやる福祉的な視点を

持った人になってほしい”という目標のもとに，学
生・子どもたち・地域住民が共に体験内容を計画立
案し実施した．その結果，学生たちも最初は子ども
たちに何か体験させることのみに気を取られていた
が，大きな目標を掲げ，それに近づくための体験活
動を行うことの重要性を確認した．
　�．�．継続することの重要性

ボランティア活動といえば教員は介護等体験特例
法による社会福祉施設での介護等体験の影響もある

のか，社会福祉施設での活動を多く取り入れている．
施設利用の高齢者や子どもたちはどうしてもお世話
になっているという遠慮の気持ちが生じ，自分の希
望をそのまま発言できないでいることが多い．しか
し，在宅で生活している元気な高齢者や子どもたち
は学生と対等に発言をしたり，わがままと思われる
発言もある．このように対等な立場に立って発言で
きる雰囲気をつくることは，学生たちが将来教員に
なったとき，子どもたちや保護者に緊張させたり，

遠慮させないで何でも話ができる雰囲気をつくるた
めに必要である．そのための経験として本活動は学
生にとって有用であると考える．何でも自由に発言
ができる雰囲気をつくるためには，双方の信頼関係
の構築が必要であり，単発のボランティア活動では
信頼関係の構築までは望めない．信頼関係を構築す
るためには，互いに顔見知りの関係，話をしたこと

があるという関係，一緒に作業をしたことがあると
いう関係の構築が必要であり，継続して活動しなけ
ればこの関係の構築は不可能である．教員養成課程
でのボランティア活動は，「もの言う高齢者」，「も

の言う子どもたち」を対象とした，活動者を受容し，
緊張関係のない雰囲気が保たれた地域社会での継続
的な活動が重要である．
また，学生たちが教員になってからもボランティ

ア活動を実践するためには，地域住民との信頼関係
の構築，教える者ではなく対等な立場の者として相
手を受容する態度，単発の行事のみに参加するボラ
ンティア活動ではなく，継続して参加することの重
要性を身に付けておくことが重要である．これから

の教員を志す者は学校内だけの活動にとどまらず地
域住民と共に学ぶ姿勢を身に付けておくことが重要
である．

お わ り に

近年，教員の指導力不足の問題が取り上げられ
ている．その内容は，子どもたちとのコミュニケー
ション能力が不足しているために生じている問題で
あるといわれている．そのための一方法として教員
養成におけるボランティア活動のあり方とその有

用性を検討した．学生たちがいくら机上でコミュニ
ケーションの必要性を，あるいはボランティア活動
の重要性を学んでも，教員としての資質の向上には
繋がっていない．学生たちが実際に「もの言う子ど
もたち」を受容し，遊べるのか，そのことの方が重
要である．
教員の資質の向上を図るためには，子どもたちと

関わるボランティア活動や地域社会の中で子どもた
ちと触れ合う活動などを通して教職に対する強い情
熱と教育の専門家としての確かな力量，子どもたち

や他の人々を思いやる心やコミュニケーション能力
を身に付けることが重要である．このことにより実
際に教員になってからも子どもたちや保護者，地域
住民と円滑なコミュニケーションを図ることが可能
になると考える．
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